
　　　令6年度　第1回　緩和ケアを学ぼう会　参加者アンケート結果

    ◆日時　令和6年6月4日（火）　１８：３０～　　　  　　◆ハイブリット開催

    ◆参加人数　　98名 （会場44名  Zoom54名）        ◆アンケート協力者数　 　49名

1 　・ 事例・取り組み紹介

「最期までその人らしく」

～多職種で支える看取りケア～

　　 特別養護老人ホームふじの花莊　介護員　　佐藤　幸子　氏

2 　・ 講義 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「正しく使って怖くない、医療用麻薬について」
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◉ 医療用麻薬の講義がとてもわかりやすく勉強になりました。とても貴重なお話を伺えて良かったです。
◉ 医療用麻薬の使用について、詳しく学ぶことができ勉強になりました。麻薬を使うと意識が朦朧とするというイメージ

を持たれている利用者様も多く、私もそうでした。イメージが変わりました。
◉ オンラインでの参加でしたが、とても聞きやすかったです。貴重な発表をありがとうございました。
◉ 大変勉強になりました。有り難うございました。一つ質問ですが、癌治療で、抗がん剤の副作用にも苦しみを和らげ

る医療用の麻薬の様な薬は使用するのでしょうか？
◉ ふじの里さんの取り組みについて、ミキサー食に変更し、その後食事も取れなくなっているにも関わらず寿司を食べ

させるのは…正直怖いなと思いました。最後だから好きなものを食べさせたい…という考え方なのか次の日に亡く
なっているのも考えさせられました。私ならやらないだろうと思いました。

◉ 看取りケアは実際の事例を基にした内容で、分かりやすかったです。本人の要望を職員がしっかり気づき、他職種
と情報交換して実際に見守りし寿司を食べてもらう事が出来たのは本人も携わった職員も嬉しかったと感じました。
医療用麻薬については自分の薬についての知識が乏しく少し難しかったです。講習を受けて医療用麻薬は怖いも
のではないと学びました。実際に施設の入居者に使用するかは分かりませんが、不安な事や疑問に思った事は薬
剤師に相談してといいとのお話で少し薬剤師が自分の生活に身近なものによりなったなと感じました。
今回の講習を受けて事例・講習ともに相手にとってより良い選択ができるようにとありました。施設の入居者と一番
関わっているのは介護士である事が多いので、少しの変化に敏感に、視野を広く、多様な考え方を持てる介護員に
なれるように努力していきたいと思います。

◉ とても有意義な時間でした
◉ 他施設での取り組みが知れたのは、良かった。
◉ それぞれの視点での関わり方、気づきを学ぶことが出来、とてもいい研修会でした。ありがとうございました。
◉ 講義では、日常生活での麻薬の取り扱いについて、分かり安くご説明いただき、大変参考になりました。ありがとう

ございました。
◉ 麻薬に関しては，大変わかりやすくて勉強になりました。

施設の取り組みもご本人の希望に添ったケアで，とても良かったです。
発表者の皆様，スタッフの皆様，大変お疲れ様でした。

◉ 事例は看取りの方にお寿司を食べさせていたのが衝撃的でしたが、最期は大好きなものを食べさせてもらい、幸せ
だったと思います。
発表も上手でふじの花荘の職員さんが前に居たから、きっと心強かったのだと思います。 坂本先生はポイントが載
っていたので、とても分かりやすかったです。 とても充実した実りある研修でした。

◉ zoom参加でした。何度も回線落ちしてしまいましたが、ご対応いただきまして、ありがとうございました。
看取りの発表ですが、職種別での関わり方、アプローチ方法について発表いただけるとなお良かったと思います。
マストで発表内容に入れていただいたりすることはできるものでしょうか。。。

　　§ご意見・ご感想など自由記述§
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